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No.１ 

～登下校の子どもの安全をみんなで守ろう！～    

松山市教育支援センターでは、令和２年度から、登下校の子どもの安全確保の 

ため、国の「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」に基づいて、「子ども安 
全安心対策推進事業」に取り組んでいます。 

    この事業に関して、当センターの取組や、好事例などを紹介する「安全安心 
だより」を不定期に発信しますので、今後の活動の参考にしてください。 

 【子ども安全安心対策推進事業とは？】 

  子どもが巻き込まれる事件、事故を防止する取組として、松山市教育支援センター

が進めている事業です。 

 〇 主な取組 

１ スクールガードリーダーの配置 

防犯・交通・防災などの専門知識を有し、地域の見守り活動に指導助言する 

「スクールガードリーダー」（SGL）を、養成・委嘱して、見守りボランティア 

活動の資質を向上しようという取組です。 

  ２ 地域の見守り体制の強化 

   愛媛県警察本部が公表している松山 

市内の不審者情報を分析したところ、 

子どもの下校時間に不審者事案が多発 

しており、下校時の見守りが不足して 

いることが分かりました。 

 下校時は、曜日や学年などによって 

下校時間にばらつきがあること、保護者 

等が働いている時間帯であること、見守り活動者の高齢化などにより、見守り活

動に参加できる人が不足していると思われます。 

 当センターでは、地域で見守り意識が更に高まり、下校時の見守り隊のほか、

「ながら見守り」（注１）など新規の見守り協力者の参加などによって、学校 

から帰宅する児童が最後の一人まで見守られ、安心して帰宅することを理想と 

して、地域の見守り体制強化の支援ができたらと考えています。 

〇 今後の予定 

  ＰＴＡに対して、順次、事業説明を実施する 

予定です。 

 

～「子ども安全安心対策推進事業」に関する 

お問合せ等は～ 

教育支援センター事務所（安全・安心担当） 

飯尾・竹田・髙森 

   電話：０８９－９４３－３２０５  まで 

 

注１「ながら見守り」～外に出て、日常生活をしながら防犯の視点を持って、子供達を見守る活動。 

※学校評議会、ＰＴＡ、関係機関などとの連携に、ご活用ください。           

～担当者のひとりごと～ 

スマホに届くのは、コロナ感染の 

ニュースや不審者情報…😢 

でも、こどもたちの笑顔を見る

と、心がほっこり癒されます😊 

 


